
○事務局（宍戸）  それでは，定刻となりましたので，令和４年度第３回調

布市立図書館協議会を開始いたします。 

 本日は，御多忙の中，御出席いただきまして，誠にありがとうございます。 

 初めに，御来場の皆様におかれましては，新型コロナウイルス感染拡大防止

対策といたしまして，ソーシャルディスタンスの徹底と，開催中のマスクの着

用をお願いしておりますので，御理解いただきますよう，よろしくお願いしま

す。 

 体調が優れない方や気分の悪くなった方がいらっしゃいましたら，事務局ま

で遠慮なくお申し出いただきますようお願いいたします。 

 また，このたびは，直前の会場変更により，御来場の皆様に御迷惑をおかけ

いたしましたことを心よりおわび申しあげます。 

 なお，今回もＺｏｏｍを使用したオンライン会議を並行して実施しておりま

すため，カメラにて撮影を行っております。御了承ください。 

 それでは，図書館長の髙橋から御挨拶申しあげます。 

 

○髙橋館長  改めまして，皆さん，こんにちは。本日は大変お忙しい中，第

３回調布市立図書館協議会にお集まりいただきまして，誠にありがとうござい

ます。 

 調布市においても現在，来年度から様々な行政の新たな計画が始まるという

ことで，計画の改定作業を進めています。今回，私どもの議題の中にも，子ど

も読書活動推進計画について挙げさせていただいておりますし，教育の計画の

中では，次期社会教育計画についても策定作業進行中ということで，今日は報

告の中で進捗状況を少し御報告させていただく予定でございます。 

 そういった計画に合わせて，１０月に入って来年度の予算検討の時期に入っ

てきておりまして，私どもとしても，コロナ禍を踏まえたデジタル化ですとか，

読書バリアフリー法に基づくバリアフリーの推進ですとか，そういったところ

も踏まえた予算を要望していきたいと考えて今取り組んでいるところです。ま

た，あわせて図書館運営に人が欠かせないということもありますので，体制の

整備についても，新たな予算要望をしていきたいと考えております。今後，予

算については，財政当局との協議で進んでいきますけれども，年末ぐらいには

おおよその次年度予算の概要が固まってくると考えてございますので，１月の
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この協議会において，その方向性についてまた御報告できればと考えておりま

すので，どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 それから，既に御報告させていただいておりますが，私どもの電算システム

の更新作業を行うということで，来年１月４日から１月１２日まで，図書館を

全館休館とさせていただく予定であります。年内の最終開館日は令和４年１２

月２８日水曜日となりますので，年末年始休館から引き続いて１５日間，図書

館を休館させていただくこととなります。利用者の皆様を初め，皆様方におか

れましても大変御不便をおかけすることになりますが，どうか御容赦いただけ

ればと考えているところであります。 

 それから，私ども下半期の大きなイベントとして，１月に漫画家のつげ義春

さんの展覧会をたづくりで行うこととしておりまして，そちらの作業を鋭意進

めていると。この展覧会に合わせて，竹中直人さんが主演・監督をした，つげ

義春さんの作品でもある「無能の人」という映画の上映会も併せて実施したい

と考えてございます。そちらの詳細の内容につきまして，また後日，皆様にも

御案内させていただければと思っておりますので，よろしくお願いします。 

 長くなりましたが，私からの挨拶は以上とさせていただきます。本日もどう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

○事務局（宍戸）  それでは，議題に入る前に本日の資料の確認をさせてい

ただきます。お手元に資料の御用意をお願いします。資料は全部で９点ありま

す。 

 まず，資料１，「令和４年度第２回調布市立図書館協議会議事録（案）」で

す。 

 次に資料２，「『第４次調布市子ども読書活動推進計画（案）』に対する意

見（図書館協議会）」，横とじのものです。 

 資料３，ピンクの冊子です。「令和３年度版数字で見る図書館活動」。 

 続きまして，資料４，「調布市立図書館令和４年度利用者懇談会」，Ａ４の

両面コピーの紙です。 

続きまして，資料５，オレンジ色の冊子です。「図書館だより２０２２秋

Ｎｏ．２６４」。 
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 続きまして，資料６，同じオレンジの紙なのですが，Ｂ４の折りになってい

ます。「中学生にすすめる本２０２２」。 

 続きまして，資料７，Ａ４の縦の紙です。「物語絵本と科学絵本」，片面印

刷です。 

 続きまして，資料８，カラーのＡ４の片面印刷のものです。「多摩川自然情

報館内２階図書館臨時窓口」です。 

 最後，資料９，分厚くて，左上をホチキスで１か所留めてあります。「調布

市社会教育計画素案の案（令和５年度～令和８年度）」です。 

 資料は以上ですけれども，すべておそろいでしょうか。過不足，乱丁，落丁

等ありましたら挙手願います。――よろしいですか。 

 そうしましたら，野末委員長，どうぞよろしくお願いします。 

 

○野末委員長  よろしくお願いします。改めまして，皆さん，こんにちは。

ただいまから令和４年度第３回調布市立図書館協議会を開催いたします。 

 寒暖差がとにかく激しい毎日で，一説によると１０度ぐらい寒暖差があると

人間はかなり影響を受けやすいという文献を目にしたことがあります。実際，

大学で教えているとそれは覿面で，学生が休む休む，体調を崩しましたという

のがここ半月ぐらい非常に増えました。皆様もぜひお気をつけいただければと

思っております。 

 今日もまた途中で換気のために休憩を挟みながら，しかしながら，会議もな

るべくコンパクトに進めてまいりたいと思いますので，よろしくお願いいたし

ます。 

 では，初めに，定足数の確認をお願いいたします。事務局から本日の出席委

員について御報告をお願いします。 

 

○事務局（宍戸）  それでは，本日の定足数の御報告をいたします。 

 本日，松澤委員におかれましては，欠席との御連絡をいただいております。

続きまして，江竜委員におかれましては，Ｚｏｏｍで参加の予定ですが，少し

遅れると連絡を受けております。つきましては，ただいまの時点で１０人出席

されておりますので，調布市立図書館条例施行規則第１７条第１項の規定によ
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る定足数に達しております。 

 以上でございます。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。定足数に達しているということです

ので，引き続き進めてまいります。 

 審議に先立ちまして，本日の案件について非公開とすべき議題があるかどう

かをお諮りいたします。御覧いただいてお分かりのとおり，本日，特に非公開

とする理由はないと思われますが，御異議ございませんでしょうか。 

     （「異議なし」の声あり） 

 ありがとうございます。では，異議ないものとして進めてまいりたいと思い

ます。 

 本日の傍聴希望者について，事務局から御報告をお願いします。 

 

○事務局（宍戸）  御報告いたします。 

 本日，傍聴の希望者はいらっしゃいませんでした。 

 以上でございます。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。寂しいような，ほっとするような，

どちらかは分からないのですけれども，調布の場合にはいろいろな資料も公開

しておりますので，傍聴にいらっしゃらなくても，我々がやっていることは，

市民の皆さんに伝わっていると理解しています。 

 では，このまま継続して進めてまいります。 

 早速ですが，議題の第１号「令和４年度第２回調布市立図書館協議会議事録

（案）の承認について」です。議事録については，開催通知とともに，我々送

付を受けております。皆さんには御確認いただいているところかとは思います

が，お気づきの点，修正を要する点がございましたら，御発言をお願いいたし

ます。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 もし何かありましたら，この会議の終了までにお知らせいただければと思い

ます。 
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 では，事務局は署名の手続をお進めください。前回は進藤委員ですね。後ほ

ど署名をお願いいたします。 

 では，議題の第１号は以上でございます。 

 続きまして，議題の第２号「第４次調布市子ども読書活動推進計画について」

です。こちらは森係長から御説明をお願いいたします。 

 

○森係長  では，資料２を御覧ください。 

 第４次調布市子ども読書活動推進計画（案）についてですけれども，前回の

図書館協議会から８月３１日まで，皆さんに案についての意見を募集しており

ました。御意見をお寄せくださった皆様，どうもありがとうございました。い

ただいた意見については，今後の取組の参考とさせていただきますが，その中

から３点，具体的に計画に反映した部分がありますので，御報告いたします。 

 こちらの資料２にも書いてありますけれども，資料２の（３），第４次調布

市子ども読書活動推進計画（案）の変更箇所となります。 

 １点目ですが，第３章，基本的な考え方，目標４。こちらの目標４というの

が，読書で生きる力を育むというものでして，内容は，子どもが読書の幅を広

げて，本を通して多様な生き方や，未知の世界に目を向けられるように支援を

していくという内容の目標となっております。その中に，「高度に情報化して

いる現代社会においては，多様な情報の中から自分の求めている情報を見つけ

出せる能力が求められています」という文章がありますけれども，この部分に

ついて，「様々なメディアから発信される」という文言を追加しました。「高

度に情報化している現代社会においては，様々なメディアから発信される多様

な情報の中から自分の求めている情報を見つけ出せる能力が求められていま

す」，このように変更いたしました。 

 ２点目は，第６章，学校・行政の取組・計画。こちらの２市立図書館の部分

です。その中の（１）選書の重視と蔵書の充実という計画の項目がありますが，

この中に「質の高い英語絵本の収集に留意します」と書いてありましたが，ち

ょっと分かりにくいということもありますので，こちらに書いてあるとおり変

更いたしました。「『調布市立図書館児童資料の収集等に関する方針』に基づ

き，質の高い本を的確に選ぶよう努めます。英語絵本の収集にも留意します」
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という表現に変更いたしました。 

 いただいた御意見の中で，必要なのは英語の絵本だけではないという御指摘

がありまして，確かにおっしゃるとおりだと思います。こちらの計画で英語の

絵本について書いているのは，時々英語の絵本をということで，市民からの要

望をお寄せいただきますので，特にこの計画に書いているものなのですけれど

も，図書館としては，絵本以外の外国語の本も留意して購入するようにしてお

りますので，引き続きそのように英語の絵本以外のものも購入していきたいと

考えております。 

 ３点目ですが，同じく第６章の学校行政取組計画の中の市立図書館の計画に

ついてなのですけれども，その中（９）学校との連携の充実という項目につい

て，特に特別支援学級への取組をやってはという御意見をいただきまして，具

体的に図書館ガイダンスや団体貸出しなどという御意見もいただいておりまし

たので，計画の中に追加いたしました。「図書館ガイダンスについては，市立

小学校と連携し，特別支援学級を含めた学級で実施するよう努めます」という

文言を追加しました。こちらには図書館ガイダンスのことしか書いていないの

ですけれども，もちろん団体貸出し，読書相談なども受けておりますので，引

き続き行っていきたいと思います。 

 また，この内容については，教育部の指導室にも情報を提供しておりますの

で，学校と連携して進めていきたいと考えております。 

 いただいた意見については，資料２の２枚目以降に具体的にありますので，

またお時間のあるときにお読みいただければと思います。 

 今後の予定ですが，１１月２１日からパブリックコメントを実施いたします。

お配りした資料には，パブリックコメントの実施期間，１１月２１日から１２

月２１日までと記載があるのですが，終わりの期間が１２月２０日火曜日まで

の１か月となりますので，訂正させていただきます。パブリックコメントを実

施いたしますので，またそのときに気がついたこと，御意見などがありました

ら，ぜひお寄せいただければと思います。 

 私からは以上です。 

 

○野末委員長  ありがとうございました。また，御意見をお寄せいただいた
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皆さん，ありがとうございました。丁寧に対応していただければと思います。 

 それでは，委員の皆さんから御意見，御質問をお受けしたいと思います。い

かがでしょうか。どなたから，どんなことからでも結構ですが。――私から一

点確認を。 

 この後，パブリックコメントに入ります。最終版の確定，公表は，日程的に

はいつぐらいになりますか。 

 

○森係長  来年３月までには確定して公表して，４月から実施というスケジ

ュールになっています。 

 

○野末委員長  市民の皆さんから御意見を伺うのがパブリックコメントのと

きですよね。我々は今日の段階で意見をお伝えするなり，パブリックコメント

でもいいというスケジュールですね。 

 

○森係長  はい。次回の図書館協議会でパブリックコメントの結果などをお

伝えできればと思っております。 

 

○野末委員長  分かりました。ありがとうございます。というようなスケジ

ュールも踏まえながら，皆さん，いかがでしょうか。と言っても，御意見をお

出しいただいているので，もし追加で確認等ございましたら，いかがでしょう

か。――大丈夫そうですか。 

 私から皆さんの気持ちを代表してというのは変ですが，もちろんこの計画の

文面に反映いただいたところもあるのですけれども，今後検討していくという

ところもあると思うのです。あるいは，計画に基づいて実施しますということ

もあるので，文言には反映されないけれども，重要な皆さんからの御意見が

多々寄せられたと思いますので，皆さんからの御意見も踏まえて，この計画を

実行に移す段階で，ぜひよりよい活動の推進をしていただければと願っており

ます。 

 それでは，よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 
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 ありがとうございます。それでは，これについては，また引き続きパブリッ

クコメントを踏まえて，次回の協議会でも御報告いただくということにしたい

と思います。ありがとうございました。 

 予定では換気ですけれども，まだいいですね。続けて進めてまいりたいと思

います。 

 では，報告事項に入ってまいります。 

 今回，報告事項は９件ありますので，前半５件と後半４件に分けて，まとめ

て御説明いただいて，御意見，御質問いただく形にしたいと思います。あと，

時間を見ながら換気をとるかとらないか考えてまいります。 

 では，まず報告事項ア「『令和３年度数字で見る図書館活動』について」で

す。こちらは小池副館長からお願いいたします。 

 

○小池副館長  では，私からは，「数字で見る図書館活動」の令和３年度版

について少し説明させていただきたいと思います。 

 改めてですけれども，この「数字で見る図書館活動」という冊子ですが，調

布の図書館は昭和４１年，１９６６年に開館しております。そのときから，実

はこういう報告，まとめをしてきています。当時の発想としては，科学的な運

営をしようということで，最近の言葉で言えば，数字に基づいた点検評価みた

いなことを意識していたということがありまして，あるところから「数字で見

る図書館活動」という名称に変わってきております。ですので，５４回目ぐら

いになっております。 

 過去のものが冊子でも当然残っていますし，５年ぐらい前までのものはホー

ムページに掲載されておりますので，御関心があるようでしたらば，どうぞ御

覧ください。 

 では，令和３年度版についての説明を少しさせていただきたいと思います。 

 ページをめくっていただいて，表紙を１つめくっていただくと，調布市立図

書館の基本方針及び運営方針というページがあります。こちらが基本方針にあ

りますとおり，調布の図書館は「いつでも，どこでも，だれでも」というキャ

ッチフレーズで進めてきているということがここにあります。それを実現する

ためにどのような活動が必要かということを細かく運営方針に記載していると
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いう形になっております。 

 また，次，目次を挟みまして，調布市の概要とか図書館の概要とかを記載さ

せていただいています。令和３年度版ということで，特徴的なのは，引き続い

て新型コロナウイルス感染拡大の影響が２年前，３年前から続くことの中で，

図書館活動が従来考えていたものとは大きく変わってきているかなということ

があります。 

 新型コロナのことについても，令和３年の動きについては，この冊子の

１２１ページ辺りから幾つか掲載させていただいております。昨年度ですと，

休館はしなかったのですけれども，サービスを限定するということも含め，臨

時の窓口を開設しながら，本の貸出し，提供を続けたということがあります。 

 そういう利用の制限をしていたところではあるのですけれども，昨年以降，

貸出しの利用，予約の受付などは増加してきています。図書館に滞在する時間

を短くしていただきたいということで，短時間の利用をお願いしているという

ことが続いておりますけれども，予約してから借りるという行動パターンが増

えてきているのかなというところがあります。この傾向は今年度４月以降も続

いているということです。 

 例えば，１１３ページ，１１３ページの辺りなのですけれども，１０年間の

図書館の動きをまとめているところがございまして，こちらの中で個人貸出し

というところを見ていただくと，下のほうが令和３年度となって，新しいほう

になっております。例えば，令和３年との比較で見たときに，令和元年がいわ

ゆるコロナ前になろうかと思いますけれども，そのときは点数として２４３万

点ほど個人貸出しをしていた。コロナが一番流行している令和２年においては

１９４万冊と。休館が２か月半ぐらい，あとサービス限定も行った中で，貸出

し利用ということではかなり落ち込んでいるというところですけれども，昨年

度，令和３年度でいいますと，また２４３万点ほどになっているということで，

４年ほど前の平成３０年のときの点数に近づいてきているということになって

おります。 

 今年度も後半に入っていきますけれども，貸出しの状況は続いているようで

すので，もしかすると，平成３０年ぐらいのところまでいくのかなと見ている

ところです。また，有効登録者というのも記録しておりますけれども，こちら
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も比較すると，令和３年度は増えて来ているということになります。 

 新規登録はここの表に載せておりませんけれども，図書館の利用は新規の登

録者が増えると貸出し利用が増える，新しい利用者の方が増えることが図書館

の利用につながるという傾向がありますので，新規の登録というのも，このと

ころ増えてきているということがあります。 

 このような形で，冊子の位置づけと昨年の事業の主なところということで説

明させていただきました。何かございましたら御質問いただければと思います。 

 説明は以上です。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。それでは，続きまして報告事項イ

「音訳者の表彰について」です。こちらは海老澤係長からお願いします。 

 

○海老澤係長  利用支援係の海老澤です。私からは，報告事項イ「音訳者の

表彰について」，資料はございませんので，口頭にて報告させていただきます。 

 調布市立図書館では，資料をそのままの形で読むことが困難な方のために，

耳で読書をするための録音図書を作成しております。その作成に御協力いただ

いている音訳者のお一人が，このたび，令和４年度第５２回朗読録音奉仕者感

謝行事において全国表彰を受賞されました。 

 この朗読録音奉仕者感謝行事は，視覚障害者の教育の向上に尽力される奉仕

者の功績に対して感謝の意を表するために，公益財団法人鉄道弘済会と日本盲

人福祉委員会というところが共催で行っている事業になります。１９５７年に

開始され，当初は点訳奉仕者の顕彰行事として行っていたものですが，

１９７１年から対象を朗読録音奉仕者へと移行し，録音図書の質的向上と奉仕

活動の啓発を目的として行っているものです。今年度の表彰は，厚生労働大臣

賞１人，文部科学大臣賞１人，全国表彰７人，地区表彰が２８人ということで

した。この行事における調布市立図書館の音訳者の受賞は，校正奉仕者を含み，

延べ２９人となりました。 

 なお，昨年度もこの表彰について御報告申しあげました。その際，この賞の

顕彰対象の変遷についての御質問をいただきました。当初は，点訳奉仕者の顕

彰行事としていたものが，現在は録音図書の顕彰という形に変わっておりまし
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たので，事務局に確認しましたところ，当初は音訳図書の普及を目的として移

行したものということで，現在は音訳者のみの顕彰となっているということで

ございました。 

 調布市立図書館では，音訳者以外にも点訳者，布の絵本の製作者，宅配サー

ビスの協力員など，利用支援サービスに関わるいろいろな方々に御協力いただ

いております。このような方々の御苦労に対してお礼を申しあげる意味も含め

まして，こういったいろいろな他の機会も捉えて，ほかの方々の顕彰について

も応募してまいりたいと考えております。 

 私からは以上でございます。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。それでは，続きまして，報告事項ウ

「利用者懇談会について」，エ「図書館だよりについて」，オ「都立神代高等

学校の美術科専攻生徒さんのマナーアップポスター掲示について」，以上３件

とも河内係長からお願いいたします。 

 

○河内係長  図書館サービス係の河内と申します。よろしくお願いします。 

 まず，お手元の資料４を御覧ください。「令和４年度利用者懇談会について」

を御案内いたします。この懇談会は，例年１１月に中央図書館と分館１館で開

催しています。図書館を利用されている個人の方や地域の団体の方等と，図書

館のサービスについて意見交換する機会としております。一昨年度はコロナウ

イルス感染拡大防止のため中止しまして，昨年度は中央館のみで，時間を２時

間から１時間に短縮して開催いたしました。 

 昨年度の御意見の中で，どのように本を選び，購入や他の自治体から借用し

ているのかという意見が挙がりました。今年度はこちらを踏まえまして，図書

館の相互貸借，図書館が他の自治体から本を借り受けて，利用者に本を貸し出

すというサービスですが，こちらを含めた予約の本が届くまでということをテ

ーマで開催いたします。第１回は１１月１７日木曜日，文化会館たづくり

１００１学習室で開催いたします。第２回は１１月２４日木曜日，深大寺分館

の集会室で，どちらも午後２時から３時３０分まで行います。ただいま，参加

される方を予約で受け付けていますので，御興味がありましたら，ぜひ御参加
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ください。 

 続きまして，資料５，「図書館だより２０２２年秋Ｎｏ．２６４」について

御報告します。今回の号の特集は「図書館員のおすすめＳＦ」です。古典の名

作から最近の作品まで幅広い時代のＳＦを紹介しております。内容は，紹介文

を書いた図書館員の作品への熱い思いが伺える記事となっております。また，

本だけでなく，図書館で借りられるＳＦ映画についても紹介しています。 

 「のぞいてみよう！ むかしの図書館」の記事では，今年，節目を迎える分

館を紹介しています。宮の下分館は開館５０周年，佐須分館は４０周年，調和

分館は２０周年となります。開館当時の各館の懐かしい写真も掲載されていま

す。また，関口宣明氏執筆の「郷土の歴史と伝承」も掲載されています。市内

図書館ではバックナンバーも配布しておりますので，よろしければお持ちにな

って，ゆっくり御覧ください。 

 最後になります。資料はございませんが，「神代高等学校の美術家専攻生徒

さんのマナーアップポスター掲示について」，御報告いたします。 

 例年，神代高等学校の美術科専攻の１年生に，調布市立図書館のマナーアッ

プポスターを授業の一環として描いていただき，図書館内で掲示しております。

昨年度はコロナ禍だったため，オンライン授業が増えてしまい，年度内にポス

ターが仕上げられなくなったということで連絡がありましたが，引き続き２年

生でも作品制作に取り組んでいただきまして，７月に１０９枚の力作をお預か

りしました。現在，中央図書館の４階と５階を結ぶ螺旋階段に掲示しておりま

す。どの作品も個性にあふれたすばらしい出来映えですので，ぜひ御覧になっ

てください。中央図書館では，１０月２３日日曜日まで掲示を行います。それ

以降は，すべてではないのですけれども，分館でも掲示していこうと思います

ので，ぜひ御覧になってください。 

 以上でございます。 

 

○野末委員長  ありがとうございました。それでは，報告事項のアからオま

で，委員の皆様から御意見，御質問をお受けしたいと思います。いかがでしょ

うか。どの報告事項からでも結構です。お願いします。 
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○稲留委員  このピンクの図書館活動の数字なのですけれども，先ほど御説

明いただいた１１３ページの個人の貸出し数です。令和１年から２年について，

コロナ禍で下がったというのは分かるのですけれども，上からずっと見ていく

と，トレンドとしてずっと下降傾向なのですが，何でずっとトレンドが下がっ

てきているのですか。それをちょっと教えていただきたいと。 

 

○小池副館長  これはという要因があるかと言えば，はっきり分からないの

ですけれども，１つには，図書館で本を借りる人が減ってきているということ

なのです。ただ，数えているわけではないのですけれども，図書館にいる人と

いうのはそんなに減っている感じがないのです。ですので，図書館に滞在する

人たちはいるのだけれども，本を借りて帰る人がいないというのは，ここ数年

の傾向です。 

 これは調布だけではなくて，全国的にこういう傾向があるということが分か

っていて，それが何でなのかというと，いろいろと話は出てきて，例えば電子

書籍が増えているからだという方もいます。では，電子書籍で読書をするよう

になったから図書館を使わないのかというのも，どうなのでしょうというとこ

ろもあって，電子書籍自体は売れているのは分かっていますが，そこで読まれ

ているものは，今ですと７割方が漫画なのです。そうすると，図書館を今まで

使っていた人たちとの利用の傾向が違うので，電子書籍に流れたというよりは，

そもそも本を読まなくなったのではないかと。 

 １つには，図書館までわざわざ出かけて本を借りるという行為をしなくても，

ある程度情報が手に入るようになってきているという傾向のほうが，もしかし

たら影響があるのかなと。これは個人的な感覚でもあるのですけれども，今の

時点では，そういうことがあるかなと思っています。例えば，何かを知ろうと

したときに，今までであれば，図書館に出向いて雑誌を見るとか，本を見ると

かということをする人たちが多かったのかもしれないけれども，もうそういう

ことはしない。いわゆるグーグルとかで検索すれば，ある程度分かるようにな

ってきている。そういうところでの利用がまずなくなっているのではないかと

いうことです。 

 詳しく見ていませんけれども，例えばいわゆる文芸書を読む人たちの図書館
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利用が減ってきている傾向があるかを見ていくと，もしかすると，そちらがあ

まり落ち込みがなくてということかもしれないし，それも非常に落ち込んでい

るのかもしれないのですが，図書館が持っている本に魅力がないという話も含

めて，図書館を利用している人たちが変わってきているというのが一番の原因

だなと。ただ，それがどういう変わり方をしているかというのが正直分からな

いというところです。 

 すみません，ぴたっとした答えがないのですけれども，もし何か委員の方で

何か感じることがあればお話しいただければと思います。 

 以上です。 

 

○稲留委員  実感として分かりますよね。私なども，昔は何か調べるという

と図書館に行ったり，学校のときなども百科事典で調べたりしますけれども，

今頃はネットで調べているから，本で調べるということはなくなりました。私

は百人一首などをやっているのですけれども，例えばその歌人がどれをうたっ

てきたかなんとかというのは，図書館に出かけるまでもなく，ほとんどネット

で分かってしまいます。 

 それともう一つ，私などが時々図書館に来て何をしているかというと，まず

月刊誌とか週刊誌を見て，それで昨今の話をちょっと見たらすぐ帰る。中には

寝ているのも結構います。自分の趣味の本か何かを積んでおいて，いびきまで

かいて寝ているのがいるから，けしからんと思うのだけれども，そんなことを

見ていると，そういうのは何となく分かります。ありがとうございました。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。関連して，あるいはほかの御質問，

御意見でも結構です。いかがでしょうか。――今の御質問に関連してですけれ

ども，図書館の利用者は減っていない，けれども貸出しが減っているというの

は，要するに滞在して利用している人が増えているということですよね。借り

てまでは帰らない。統計的には難しいかもしれないですけれども，滞在の時間

はどうなのですか。長くなっている印象ですか。 

 

○小池副館長  コロナ以降は滞在しないでほしいと呼びかけていますので，
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そういう意味では，滞在時間はすごく短くなっていると思います。その前につ

いてどうだったかというのは，交通量調査みたいなことをしたことがないので，

正直分からないですけれども，特定の人が長くいらっしゃるのかなというのは

あろうかと思います。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。社会全体で高齢化が進んでいて，不

読率の高くなっている若者は少し減って，比較的時間に余裕のある方が増える。

そうすると，図書館で借りて帰って家で読もうではなくて，来て読んで，借り

ずに帰る。その利用のスタイルが変わってきた面もここには影響しているのか

なと思って，今の御質問をさせていただきました。これ，全国的な傾向なので，

調布だけがこうだというわけではないのです。我々もここについてはなかなか

分析し切れていないところで，かなり複合的な要因があると思います。 

 ほかにいかがでしょうか。オンラインの皆さんもよろしいですか。 

     （「なし」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは，一まず報告事項のアからオについて以上

とさせていただきます。 

 さて，ここで休憩を挟むよりは，最後まで行ってしまったほうがよろしいで

すか。――では，そのようにさせていただきます。 

 それでは，引き続いて報告事項を進めてまいりたいと思います。 

 では，報告事項のカ「『中学生にすすめる本２０２２』」について」，キ

「『子どもの本に親しむ会』について」，森係長からお願いします。 

 

○森係長  資料６を御覧ください。「中学生にすすめる本２０２２」，こち

らは毎年，「中学生にすすめる本」というリストを発行しておりまして，前年

に出版された作品を中心に職員が読んで，お勧めする本を掲載したリストとな

っております。こちらに掲載された本は，各図書館で展示などをしております。 

 続いて，資料７を御覧ください。毎年，「子どもの本に親しむ会」というも

のを開催しておりまして，作家や子どもの本に関わる方を講師にお招きして，

講演会を行っております。今年度は，福音館書店の「たくさんのふしぎ」とい

う月刊誌があるのですが，こちらの編集長をされている石田栄吾さんに「物語
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絵本と科学絵本」というタイトルで，編集者の視点から絵本を読む意味という

ものを語っていただく会となっております。現在のところ，三十余名の方が申

込みされていて，まだ定員に空きがありますので，もし御興味がある方がいら

っしゃったら，ぜひお申込みいただければと思います。 

 私からは以上です。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。続きまして，報告事項のク「染地分

館の休館に伴う臨時窓口の開設について」です。加藤係長からお願いいたしま

す。 

 

○加藤係長  地域サービス係の加藤と申します。よろしくお願いします。 

 私からは，「染地分館の休館に伴う臨時窓口の開設について」，報告いたし

ます。資料８を御覧ください。 

 染地分館は，大規模改修工事の実施に伴い，令和４年８月１日から令和５年

３月３１日までの期間，休館となっています。休館期間が長いことから，地元

で何らかの代替サービスができないか，関係部署と検討，調整を図り，多摩川

自然情報館２階の学習室の一部をお借りして，現在臨時窓口の開設を行ってい

ます。 

 臨時窓口の設置期間については，９月２４日土曜日から１２月２５日日曜日

までの期間の土曜日及び日曜日としております。開設時間は１３時から１６時

まで，サービス内容は予約資料の受渡しと返却本の受け取りになっています。 

 利用者への周知については，各図書館内の掲示ですとかチラシの配付，市報，

市のホームページや図書館のホームページにて実施しております。 

 もう既に始まっておりまして，９月２４日，初日は大変ドキドキしながら利

用者を待っていたのですけれども，あいにくの台風接近による荒天で，来館者

がおりませんでした。予約の確保された本は１冊持っていっていたのですが，

その方も現れず，翌日この方は来てくださるかなと思ってお待ちしていました

ら，その日は予約確保本が２冊に増えまして，そのお二人が，貸出しに来館し

てくださいました。看板を見てのぞいてくださった方もいて，チラシを渡して

広報に努めたりしています。 
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 来館者はまだそれほど多くなくて，一日，５人が今のところ最高の人数にな

りますけれども，予約の本がなくても，こんなところで予約の本が受け取れる

のですね，便利ですねと言って声をかけてくださる方もいらっしゃるので，

徐々に増えていくといいと思っております。 

 私からは以上です。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。それでは，最後，報告事項のケ「次

期社会教育計画について」，こちらは髙橋館長からお願いいたします。 

 

○髙橋館長  それでは，私から次期調布市社会教育計画の策定について説明

いたします。お手元の資料の中身というよりも，今，社会教育課が事務局にな

って改定作業を進めておりますが，その改定のこれまでの経過といいますか，

進捗状況の御説明になりますので，御承知おきいただければと思います。 

 ７月２１日に社会教育課から策定方針について御説明させていただいたとお

り，次期調布市社会教育計画につきましては，調布市の社会教育委員で構成す

る調布市社会教育計画策定ワーキンググループ会議を設置し，検討を重ねてま

いりました。 

 また，公民館３館の利用者懇談会及び図書館協議会に計画策定の御報告をす

るとともに，意見聴取を行い，ワーキンググループ会議内では，公民館運営審

議会関係者や社会教育施設職員の意見を聞く機会を設けたほか，市民アンケー

トを実施するなど，市民や施設の意見を計画策定に生かす取組を行ってまいり

ました。同時に，関係各課管理職で情報交換をする情報共有ミーティングを月

２回程度実施いたしまして，社会教育所管部署間の意識共有も図ってきており

ます。 

 これまで３回の社会教育委員の会議及び５回の調布市社会教育計画策定ワー

キンググループ会議で，調布市社会教育計画素案の案について議論し，このた

び，お手元の案が取りまとまりましたので，御報告するものです。 

 次期調布市社会教育計画の策定の視点としては，社会教育に係る基本的な考

え方は変化していないと捉え，既存の計画の体系を維持し，これまでの取組成

果を踏まえるとともに，社会情勢の変化等に対応した時点修正とすること，次
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期調布市基本構想，基本計画，次期調布市教育プランなどを踏まえた修正とす

ることとし，内容の見直しを行いました。 

 このたびの議論では，コロナ禍の事業のあり方，ＩＣＴを活用した活動のあ

り方，また様々な理由で困難を抱える人への理解の醸成など，様々な課題が取

り上げられ，計画でどのように取り扱うか検討がなされました。この議論で出

された御意見を踏まえて，関係各課で今後の事業について検討を重ね，このた

びの計画素案の案を策定しております。 

 今後は，公民館運営審議会及び教育委員会へこの案でパブリックコメント手

続を行う旨を報告するとともに，教育プランとの文言調整を経て，１１月から

１２月にかけてパブリックコメント手続を実施します。その後，パプリックコ

メント手続でいただいた御意見を踏まえ，策定に向けて作業を進めてまいりま

す。策定の際にはまた御報告させていただく予定としておりますので，御承知

いただければと思います。 

 私の説明は以上でございます。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。それでは，報告事項のカからケにつ

いて，皆さんから御意見，御質問をお受けしたいと思います。どの項目からで

も結構です。いかがでしょうか。――では，私から１点，館長に確認です。こ

の社会教育計画素案の案というのがなかなか面白いと思うのですけれども，ス

ケジュール的には，この後，どのように進んでいくのですか。 

 

○髙橋館長  先ほど子ども読書活動推進計画で，パブリックコメントの日程

のお話ですとか，その後，いつ頃策定というようなお話があったかと思います

が，今，教育に関わる行政計画の改定作業をみんな一遍に進めておりまして，

教育プランという地教行法に基づく行政基本計画と社会教育計画，それから学

校教育になりますが，特別支援教育推進計画，それから私どもの子ども読書活

動推進計画が全部セットで策定作業を進めております。みんな一体でやらせて

いただきますので，年内にパブリックコメント手続で広く市民の方に意見を求

めながら，年明けに，いただいた意見を基に，さらに最終案を取りまとめてい

って，年度末までに策定を進めていく，大まかに言うとそんなスケジュールで
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進めていく予定になっています。 

 

○野末委員長  なるほど，一度パブリックコメントが入るという感じですね。 

 

○髙橋館長  はい。 

 

○野末委員長  分かりました。この協議会では，次回に何かまた御報告いた

だくことになるのですか。 

 

○髙橋館長  スケジュール的に次回が１月２６日なので，年内にパブリック

コメントで市民の皆さんから意見募集し，その結果を年明けからある程度反映

作業を進めながら，おおよそ案がまとまっているかと思われますので，その時

期にまた御報告ができればと考えています。 

 以上です。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。我々，一市民としてはパブリックコ

メントもあるということです。何か気づいたことがあれば，事務局に御連絡を

差し上げればと。 

 

○髙橋館長  よろしくお願いします。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。皆さんからいかがでしょうか。――

今日は換気の時間をとらずにスムーズにいったと理解してよろしいでしょうか。

オンラインの皆さんもよろしいですか。よろしいですか。 

 ありがとうございます。それでは，あまりにスムーズで不安になってまいり

ますが，皆さんの御協力をいただいたということで，報告事項は以上とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 それでは，事前に用意されている議題は以上でございます。委員の皆様から

何かこれ以外でございますでしょうか。御発言いただければと思います。どう

ぞ，お願いします。 
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○小池副館長  先ほどの図書館の利用者の傾向のお話について少し補足的に

お話ししたいと思うのですけれども，先ほど野末委員長からありましたように，

どのぐらい滞在しているか計測をしているかということについては，やってい

る図書館はあるのかもしれませんが，公表されたのはあまり見たことがないで

す。 

 一方，図書館で本を借りて読む行為と，図書館の中で読む行為，いずれも本

を読む行為としては変わらないとすれば，本を読んでいる人がどのぐらいいる

のかということを研究しようという方たちはいます。ただ，それを実際に定点

的にとか，実務上やっていらっしゃるのは聞いたことがないのです。 

 ですので，本を読むという行為が読書だとすれば，意外とその辺りをちゃん

と捉えるということをあまりやっていないのが正直なところで，その中で図書

館というのは，貸出しをしているかどうかだけが数え方で分かりやすいという

ことで今議論されているというのがありますので，コロナが落ち着いた後だと

しても，そういうことについての分析も今後必要になるのではないかというこ

とがあろうかと思います。 

 子ども読書のことについても，先ほど不読率という言葉がありましたけれど

も，何をもって読書とするかと捉えることとも関わってくるのかなという議論

は多分，今，起こっているのではないかと思っております。 

 ちょっと補足ですけれども，以上です。 

 

○野末委員長  ありがとうございます。今ちょうど文科省も読書計画の第４

次の協力者会議，有識者会議で行われていて，一回出て何かしゃべれというの

で話してきたのですけれども，そこでも今おっしゃっていたようなことが議論

になっています。何を読書と捉えるか。ベース的なものもあるし，漫画もある

し，教科書とか参考書はどうなのだということで，そういう議論がありました

し，あと不読率です。本を読まない子どもたちが増えていると言われているの

ですけれども，何をもって不読率と捉えるのか，その原因は何かみたいな話は

議論になっていました。 

 活動においては過渡期で，研究の面でも，実践の面でも調査が必要な時期か
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なと個人的にも思います。もし余裕があったら，ぜひ調布でも何らかのリサー

チができればなと今ふと思いました。また追って相談させてください。ありが

とうございます。 

 それでは，ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは，以上で議題は終了といたしまして，事務

局から連絡事項をお願いいたします。 

 

○事務局（宍戸）  では，事務局から連絡事項が２点ございます。 

 まず１点目です。先ほどもちょっとお話がありましたが，次回の令和４年度

第４回の開催日程についてです。毎回第３木曜日を開催日としておりますが，

次回につきましては，令和５年１月１９日に図書館主催の行事が行われるため，

１月２６日木曜日午後２時からの開催を検討しております。会場はたづくり９

階の研修室です。詳細につきましては改めて御案内させていただきますが，こ

こに御出席の皆様の御都合がよろしければ，１月２６日に確定させていただき

たいのですが，御都合の悪い方はいらっしゃいますでしょうか。 

     （「なし」の声あり） 

 そうしましたら，次回の開催を１月２６日とさせていただきたいと思います

ので，よろしくお願いします。 

 ２点目は，本日の協議会の議事録署名委員の指名でございます。名簿順によ

りますと，今回は稲留委員になりますが，お願いしてもよろしいですか。 

 

○稲留委員  結構です。 

 

○事務局（宍戸）  ありがとうございます。それでは，稲留委員よろしくお

願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

○野末委員長  ありがとうございました。それでは，委員の皆様には議事進

行に御協力いただきまして，ありがとうございます。話し足りない方は，ぜひ
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この後，事務局にメールやファクスでお送りいただければと思います。 

 次は１月にお会いすることになりますけれども，そのときには，読書とか社

会教育で少し具体的なものも出てまいるかと思いますので，事前に資料にお目

通しいただいて，御意見を頂戴できればと思っております。 

 それでは，以上をもちまして令和４年度第３回調布市立図書館協議会を終了

といたします。どうもありがとうございました。オンラインの皆さんもありが

とうございました。 

 

                            ――了―― 

 


